
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 福岡財務支局長

【提出日】 平成29年８月10日

【四半期会計期間】 第72期第１四半期(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

【会社名】 リックス株式会社

【英訳名】 RIX CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　　松　浦　賢　治

【本店の所在の場所】 福岡市博多区山王１丁目15番15号

【電話番号】 (092)472－7311

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　苅　田　　　透

【最寄りの連絡場所】 福岡市博多区山王１丁目15番15号

【電話番号】 (092)472－7311

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　苅　田　　　透

【縦覧に供する場所】 リックス株式会社東京営業所

(東京都千代田区二番町３番10号)

株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

証券会員制法人福岡証券取引所

(福岡市中央区天神２丁目14番２号)
 

 

EDINET提出書類

リックス株式会社(E02856)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第71期
第１四半期
連結累計期間

第72期
第１四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 7,398,188 8,620,451 33,763,268

経常利益 (千円) 182,058 462,151 1,782,643

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益

(千円) 80,557 287,096 1,087,669

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △68,902 357,811 1,376,704

純資産額 (千円) 11,236,396 12,697,316 12,558,968

総資産額 (千円) 23,545,410 25,593,393 25,576,427

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 9.86 35.14 133.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.5 48.8 46.7
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、前連結会計年度まで非連結子会社であった「株式会社ネクサスＣＴ」

を、重要性が増したため連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間において、世界経済は緩やかな成長が続きました。米国、欧州ともに景気が底堅く推

移したことに加え、中国を含めた新興国においても緩やかな景気の回復が継続しており、全体としては堅調に推移

しました。一方、日本経済も政府の経済対策の効果に加え、企業収益や雇用環境の改善などを背景に景気は緩やか

な回復基調で推移しました。

　このような経済環境の中、当社グループでは中期３ヵ年計画「戦略ビジョン2017」に基づく施策を推し進め、第

１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高86億20百万円（前年同期比16.5％増）、営業利益３億92百万円（同

109.9％増）、経常利益４億62百万円（同153.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億87百万円（同

256.4％増）という結果になりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（鉄鋼業界）

同業界では、自動車等の製造業向け内需を中心に、国内粗鋼生産量は底堅く推移しました。また海外の鉄鋼需要

については、米国、欧州、ＡＳＥＡＮ諸国などで堅調を維持し、中国内需も底堅く推移しました。

　当社グループにおきましては、高生産下における顧客のニーズである安定操業に対応して、設備更新及び長寿命

化案件が増えました。高炉設備のガス伸縮管や焼結設備のサンプリング装置、原料コンベア設備のベルトクリー

ナー補修工事などの受注で売上増に貢献しました。

　この結果、鉄鋼業界向け全体としての売上高は26億38百万円（前年同期比3.6％増）となりました。

 

（自動車業界）

同業界では、熊本地震の影響が一巡し、自動車市場が拡大する中国及び日本国内向けの販売が好調で、微減傾向

にある北米市場をカバーしました。一方、工作機械の需要動向については、北米市場で設備投資の動きに改善がみ

られ、国内市場では半導体製造装置、ロボットなどの需要が高まり、回復基調で推移しました。

　当社グループにおきましては、自動車部品メーカー向け洗浄装置及びその付帯機器に関する引合いが強かったほ

か、工作機械向けの自社製品の販売が売上増に寄与しました。

　この結果、自動車業界向け全体としての売上高は21億16百万円（前年同期比28.6％増）となりました。

 

（電子・半導体業界）

同業界では、スマートフォンの高機能化のほか、企業のデータセンター向けや自動車向けに加えＩｏＴ関連の分

野でメモリ関連の需要が増加しており、設備投資が拡大しました。

　当社グループにおきましては、修理再生ビジネスを中心に接合ツール、ポンプ類の販売が伸長したほか、自社洗

浄装置や回転継手の販売も売上増に繋がりました。

　この結果、電子・半導体業界向け全体としての売上高は８億91百万円（前年同期比20.0％増）となりました。

 

（ゴム・タイヤ業界）
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同業界では、原料ゴム価格の高騰の影響で減益傾向にあるものの、国内需要の伸びは鈍いながらも復調の兆しが

みえてきており、海外需要においては北米や欧州、アジアなどで順調に推移しました。

　当社グループにおきましては、バルブ関連は若干減少したものの、断熱板・空圧機器が大きく伸長し、売上増に

貢献しました。

　この結果、ゴム・タイヤ業界向け全体としての売上高は７億59百万円（前年同期比19.5％増）となりました。

 

（高機能材業界）

同業界では、米国をはじめとした耐久消費材等の堅実な需要に加え、原油価格の上昇に伴う石油・ガス分野向け

用途の回復等、海外向けを中心に堅調に推移しました。

　当社グループにおきましては、非鉄金属メーカーや医療向けポンプなどの新商品やフィルターなどの消耗品の販

売が堅調のため、前年同期の実績を上回る推移となりました。

　この結果、高機能材業界向け全体としての売上高は３億８百万円（前年同期比17.6％増）となりました。

 

（環境業界）

同業界では、都市開発案件等に活発な動きはみられますが、景気の先行きの不透明感を反映し、設備投資等に一

部停滞感もみられました。

　当社グループにおきましては、大型設備投資案件が乏しいものの、水処理関連商品の販売が堅調のため、前年同

期の実績を上回る推移となりました。

　この結果、環境業界向け全体としての売上高は３億70百万円（前年同期比26.6％増）となりました。

 

（紙パルプ業界）

同業界では、国内の印刷向け洋紙事業は、市況の低迷と原燃料高騰で採算は悪化しながらも、段ボールや紙おむ

つなどの増売で補う構図となりました。

　当社グループにおきましては、製紙会社向けサニタリータンク、配管、ポンプ類の販売が伸び、売上増に貢献し

ました。

　この結果、紙パルプ業界向け全体としての売上高は２億15百万円（前年同期比45.7％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.2％減少し187億75百万円となりました。これは主にたな卸資産が２億

33百万円増加し、一方で現金及び預金が１億32百万円、売上債権が１億92百万円それぞれ減少したことなどによる

ものです。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.8％増加し68億17百万円となりました。これは主に投資有価証券が95百

万円増加したことなどによるものです。

　これらの結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.1％増加し、255億93百万円となりました。

 
（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.3％減少し113億85百万円となりました。これは主に短期借入金が３億

90百万円増加し、一方で仕入債務が２億58百万円、未払法人税等が１億62百万円それぞれ減少したことなどによる

ものです。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.3％増加し15億10百万円となりました。

　これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.9％減少し、128億96百万円となりました。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて1.1％増加し126億97百万円となりました。これは主に資本剰余金が３億73

百万円、利益剰余金が１億29百万円、その他有価証券評価差額金が81百万円それぞれ増加し、一方で非支配株主持

分が４億25百万円減少したことなどによるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,600,000

計 27,600,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,640,000 8,640,000
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数　100株

計 8,640,000 8,640,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月30日 ― 8,640,000 ― 827,900 ― 675,837
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

457,500 ― 単元株式数　100株

(相互保有株式)
普通株式

42,000 ― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,137,200 81,372 同上

単元未満株式 普通株式 3,300 ― ―

発行済株式総数  8,640,000 ― ―

総株主の議決権 ― 81,372 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権の数４個)含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
リックス㈱

福岡市博多区山王１-15-15 457,500 ─ 457,500 5.29

(相互保有株式)
㈱市丸技研

福岡県筑後市常用601 36,000 ─ 36,000 0.42

(相互保有株式)
㈱四葉機械製作所

埼玉県桶川市赤堀２-15-８ 6,000 ─ 6,000 0.07

計 ― 499,500 ─ 499,500 5.78
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,735,963 3,603,719

  受取手形 1,369,440 1,411,016

  電子記録債権 1,549,554 1,784,350

  売掛金 10,419,537 9,950,584

  有価証券 100,000 100,000

  商品及び製品 930,614 ※1  1,049,402

  仕掛品 266,017 374,168

  原材料及び貯蔵品 78,907 85,877

  その他 367,677 417,016

  貸倒引当金 △7,766 △533

  流動資産合計 18,809,946 18,775,600

 固定資産   

  有形固定資産 3,053,703 3,029,468

  無形固定資産 116,350 117,244

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,142,974 3,238,934

   その他 456,372 433,431

   貸倒引当金 △2,920 △1,286

   投資その他の資産合計 3,596,426 3,671,079

  固定資産合計 6,766,480 6,817,793

 資産合計 25,576,427 25,593,393

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 1,019,084 947,948

  電子記録債務 3,569,476 3,784,860

  買掛金 3,684,391 3,282,031

  短期借入金 1,694,375 2,085,267

  1年内返済予定の長期借入金 21,600 21,600

  未払法人税等 343,518 180,695

  賞与引当金 - 260,599

  役員賞与引当金 - 26,654

  受注損失引当金 - ※1  14,918

  その他 1,207,645 780,884

  流動負債合計 11,540,091 11,385,459

 固定負債   

  長期借入金 378,399 373,000

  役員退職慰労引当金 183,569 186,117

  退職給付に係る負債 526,084 523,768

  その他 389,313 427,731

  固定負債合計 1,477,367 1,510,617

 負債合計 13,017,459 12,896,077
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 827,900 827,900

  資本剰余金 683,986 1,057,212

  利益剰余金 10,027,483 10,156,848

  自己株式 △406,953 △407,084

  株主資本合計 11,132,416 11,634,876

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 687,717 769,043

  為替換算調整勘定 47,284 29,399

  退職給付に係る調整累計額 68,713 66,886

  その他の包括利益累計額合計 803,716 865,329

 非支配株主持分 622,835 197,110

 純資産合計 12,558,968 12,697,316

負債純資産合計 25,576,427 25,593,393
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 7,398,188 8,620,451

売上原価 5,806,607 6,731,689

売上総利益 1,591,581 1,888,761

販売費及び一般管理費 1,404,350 1,495,855

営業利益 187,230 392,906

営業外収益   

 受取利息 3,121 1,604

 受取配当金 17,629 38,370

 持分法による投資利益 3,251 3,457

 不動産賃貸料 4,996 4,987

 為替差益 - 10,909

 その他 11,722 12,726

 営業外収益合計 40,719 72,055

営業外費用   

 支払利息 1,976 1,158

 為替差損 43,481 -

 その他 433 1,652

 営業外費用合計 45,892 2,810

経常利益 182,058 462,151

特別利益   

 固定資産売却益 11,683 -

 特別利益合計 11,683 -

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 投資有価証券評価損 6,135 -

 特別損失合計 6,135 0

税金等調整前四半期純利益 187,605 462,151

法人税等 93,752 172,324

四半期純利益 93,853 289,826

非支配株主に帰属する四半期純利益 13,296 2,730

親会社株主に帰属する四半期純利益 80,557 287,096
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 93,853 289,826

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △118,081 87,154

 為替換算調整勘定 △41,541 △17,885

 退職給付に係る調整額 △709 △1,826

 持分法適用会社に対する持分相当額 △2,424 542

 その他の包括利益合計 △162,756 67,984

四半期包括利益 △68,902 357,811

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △69,689 348,710

 非支配株主に係る四半期包括利益 786 9,100
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

 連結の範囲の重要な変更
　　当第１四半期連結会計期間より、重要性が増した株式会社ネクサスＣＴを連結の範囲に含めております。

 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

税金費用の計算  当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する

方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　　　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
 

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

　高研㈱ 38,000千円 26,500千円
 

 
 

※１　損失が見込まれる受注契約に係る商品は、これに対応する受注損失引当金を相殺表示しております。

　　　相殺表示した商品に対応する受注損失引当金の金額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

商品 ―千円 14,496千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 64,913千円 72,936千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 122,740 15 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 155,466 19 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社の連結子会社であるエクノス株式会社は、当第１四半期連結累計期間において、当社以外の株主から自己株

式を取得いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本剰余金が３億73百万円増加し、当第１

四半期連結会計期間末において資本剰余金が10億57百万円となっております。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

 鉄鋼 自動車
電子・
半導体

ゴム・
タイヤ

高機能材 環境 紙パルプ 計

売上高         

　外部顧客への
　売上高

2,547,571 1,645,311 742,654 635,882 261,873 292,341 148,121 6,273,754

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,547,571 1,645,311 742,654 635,882 261,873 292,341 148,121 6,273,754

セグメント利益 234,671 65,314 38,982 16,476 30,399 21,080 12,366 419,293
 

 

 
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注３)

 

売上高     

　外部顧客への
　売上高

1,124,433 7,398,188 ― 7,398,188

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

― ― ― ―

計 1,124,433 7,398,188 ― 7,398,188

セグメント利益 52,921 472,215 △284,984 187,230
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含ん

でおります。

２　セグメント利益の調整額 △284,984千円には、内部利益 176,401千円、連結消去 74,735千円、報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費 △536,120千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

 鉄鋼 自動車
電子・
半導体

ゴム・
タイヤ

高機能材 環境 紙パルプ 計

売上高         

　外部顧客への
　売上高

2,638,370 2,116,507 891,495 759,707 308,018 370,132 215,772 7,300,003

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,638,370 2,116,507 891,495 759,707 308,018 370,132 215,772 7,300,003

セグメント利益 261,559 103,032 63,139 32,587 24,005 35,825 18,451 538,602
 

 

 
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注３)

 

売上高     

　外部顧客への
　売上高

1,320,447 8,620,451 ― 8,620,451

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

― ― ― ―

計 1,320,447 8,620,451 ― 8,620,451

セグメント利益 122,057 660,660 △267,753 392,906
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含ん

でおります。

２　セグメント利益の調整額 △267,753千円には、内部利益 179,515千円、連結消去 130,670千円、報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費 △577,939千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 9円86銭 35円14銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 80,557 287,096

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

80,557 287,096

   普通株式の期中平均株式数(株) 8,171,182 8,170,911
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月９日

リックス株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　森　　　　行　　一　　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　福　　竹　　　　徹　　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリックス株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リックス株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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